
登l言夕顔の同曙ヒ昏フであぃ、ヌ、他の濠恕、家禽のような吸収奉を宗レ  

こし】ないのぞ＝め柔からあ摩親密位、あ為し1白茶冨♂爾状を宮えぞ♂額与  

（簡腱、水腫最澄碑文8細粒等）母ど～し多核の顔讃と蓋え占軋丑．なあ興  

味あ各点感ノ鉄也（ノ∠ダブノ顛壇区め軍丸啓が鮮華IZぬべぞ♂、夕〆（村敷  

皮）久∋％（ヱ鉄区ノク、クタ％（／童区）と一番大き卦ク犀。これ由吸収乏  

耽伝教牽敦ヘ草々ス＼ロールダ両性求ル毛ゝ♂命髄∂平衡を宋わ抜、却ク  

Zl看頗．しぞ胃鹿本ル毛ンの静凝を渾レたのぞ感葛tlかと私書えら鏑もぁて扶＝  

の皐布施♂余勉強衆≡払こい為り スチールベストロールより摩れた知力の  

あ為ヘギセストロ一ル①転闇豆あか診l∠対レぞ琶味の昏いニヒ否感注いと  

矧肝すaナ比の観衆IZ利河レたへ草々ストロー）レば葦辺最襲KK・繁琴両  

帝k、K‘の牽街舞、荷魔罪①諸氏か紺園力む翳った  
一「  

よ3、餌執権励及び放資の高庇生産l乙関するネ研あ  

無 辺 一≡離  ノユ＼符 叔 墟  

重 えがき  

森下め酪農程草は港南閣＼勉玖村糸件lヱより、剥集約型患ガら果実或官   

金典型飽〈魯虚に塵席レZ－1年東面・匂冷感函私塩幸彦毯を診る各署耕地   

ぼ工場・底宅地への乾領IZより載ダ∂一途＆辿クそし、る虎狭から、一定萄  

碍より、より牽くの蒐額私家墜善篠塚オaこヒガ琶繋ヒ伝き∂各、ヲク注   

濠ぼ宏ザ当地かZ菅又しZlla専刈とうも£こレ及汐－ソルゴー∂象嗟l～声  

II たクて♂握入施肥蟄玖よa歌書嗜抑¢限界をかノ、琴南粗忽劉生驚備承雇  

立IZ閲す診作物1取合也身渡∂琶洛と甘多色め、こ∂試教を東海した♂冬、  

結果β風車左袈曽すa．  

／・育刈とらもるこレ．∂施肥専制収竜也教覿喫   

（／j 

（イ）洗浄場所貝土壌・  

常京都葛各藩内圃場、 野宿層、犬皿り矢上．  

PJJJ、β一くど．  

（ロ）Ⅸ別項玖、面頑  

／B＝＝ムア  ノP三コククダ ラ牽制  

－／7／－   



力＼）僕談「邑一等  

匂ヂント コーン  

匡）義郎紀要頂か、邑各  

席ノ轟  

区   分   〝   P   

〃㍑〉た写  メ、ヱト瑠   

≫、ク  
ム  ラグ∂   ノノク．           K  ／  基準蟄短       ∂、厨 にき  2  腐 普竣   ノブ、¢  ／ヱ、∠  3  3健吾怯  ノブ‥ク  ノ牙、才  ＿フク．と  く∠  4商号琶 f膚哲也  ‡〟、ク 乎、ク  」2‘少、g  ＿2クコ  古     ヲ／．♂  ‖ ∋些ク 望ヱー」  

箆．上象の数字応挙課琶藍宗ず  

備恵 ／∂∠日当、原肥／2ク∂〆ぎ及グ克灰（／♂ク打きノ戎全区12施し絃．把  

劇名虐鹿．宅．虐々ら．墟耶芭あ為．  

（刀つ 詔養蟄異ガ、矛夜  

／ク盆当取♂拶．罷職．∠∂Cれ、灸慮．掻く倖祭レて施肥し閂土を  

希って穏嘩レ色．  

・（へ）路程胃宙  

ヨク彗〃巧2ク 甘  

（2）とわもるこレヱ回づ寧∂雲威勢力琶  

ノ図解メり窮徐．唯同左傍系レ．フ胃／フロ摩雇レた。慮零号現∂‘身欺   

は／回殖ヒ同び否あ診．施肥虐／回倖∂亀曙蝮Jヱ貞盛勿改題えられ危¢   

ご、各区lヱ同一電（鍔分〟ノ∂吟、P久g吟、片フタ．9〟ぎノ を池レ、泉   

把ぼ観望なかつ1乙一  

（わ顔李或硬   

ヵ、宥刈とら～bるこレ♂ノ鱒，  ′  

くわ 生育状1乾  

螢希閂望喧よ胃／匂で池把琶∂鹿膏、瞳l・ヱ多少＼発芽密暑がみられ俊  

ガ、玖摩ぼ倒壊也なく噂嘉な坂寄を表し危■  

叫扱好（ク胃 ′／甘出産期）め苧だぞの鹿賦求め麿リ  

－／アブ－   



感：Z 表  

一変 ルや  H 草  木  賛   最  黄   巾  蔓   太  乗   数   

′  ブフ′コヨ叫  ／♂房、言牙抑   倉、％姉   年占∂〝九  ／ヲ．ク∠符   

2  ．2∠フ、∂フ  ／∂今ク3   タ．タ矛   冥タフ   ／ぴ、／ノ   

、ヲ  ヱ∠／、由   ／／／、♂ゴ   チタ／   ～．ノ∂   ′ヲ、タj   

牟  ヱ∠プラク  ノ／プ、ク∠   P．∂■ク   少．ラグ   ／∋、ム／   

古  フクよ4巧  ／ノぜ・ゲヲ   ／クノ∫   よ〃∫   ／名ブタ   

∂  2きソ（∠ク  ′／♂、ク‘   ヲ．∠ク   古二g3   ′¢ノ∠  

上き已の数字療ノ鼠当 ノ∂黍顔蜃し佗言区平城ぞあ魯．  

（bJ・状 重 く／♂盆塾）  

刈衷臼．ク詞 ノ／唱、定常日数クコ目  

j爵 き 承  

区． ノノβ  区．  み  〉紋   章  寒の吹膏  言草①吹雪  項数歯世、  ノ甘き収碧   
／  碁寒害区  ∠わ∠．芸ク  一←十－1∴   ドアー よ2ま£牙ご∂   之ヲ．クラ％   ・－∵   

2  食 害 世  轍′夢・をク  ノ㌘クク．ククク  亜／卓♂   ．2年フク   aぺタグ   

3  ∂倍音泣  勇わ戸．ユ少ク  ノPク矛∠gク  チタgク．舌fク   プヱタク   ぶ丈／   

田  牛島蟄邑．  クク詔由〃  ／クノ／．／gク  也よヲそク  プ与くヲ∂   ク∠、さ   

∫ク勿∠♂ク      ∫  吉倉肇せ  ブタム≠．ククク  ノクタタ．一ンクク  コヲ、ヲク   決／、ノ   

占  ∠鹿哲也  ワ∫クエククク  ノ∫タメ．〟fク  貞一えクククgク   フ／、∂ク   打、ヨ   

ヒ鼓め教学瞳∂区平均考あ診．F硬変■の裔果杏％の縁取卓黍角嚢善  

が蔑めと蛮ノゑ。  

B 膏刈ヒ∂払るこレ♂フ瑠偉  

（メ）生専吠1妃 

乾草すク胃′冴・～／ケ9．皆の後屈卑♂笹帝クため噂為l之整骨し  

た必才R／タロ、葺軋♂余吼をあけ、か竃りの倒Ⅰ吠戚ふられを．レ  

かレ偉物が竜かクたため巌旨ば比叡紆私鉄各港〇た＿  

刈窮煎〔タ司ノム胃炎穂苅）♂撃ギ喧次の慮り石あった．  

ヽ  

2   ヲ   dご   子   占   

費ぇ励  フ∠嬢J  2及？．9  コちくノ  フクタラ  2炭ノ  フム乙′   

帝、2官幣冬法学丈玖玖葡萄レ快かウそ．  

（ロ）収モ（′ク〃畠）定協匂敦∠よ甘、  

ーノク3一   



誓 身．虔  

竜誉  
土壱巳α数字首3医卒碗  

C 考刈ヒら～Lる＝し♂／～ヱ回貯金針底登  

’：モ、、‥：ユニ   

彦 〟○  ／可作収壁   フ回脾収量   合 ■ 計   ／日当収量（牛2／々止   

／  ド冨 ∠才ク∫．ククク   ∂／クJ汚クク   ノブヲお汚ク∂   pク、Kう   

2  ク¢∠∫、訝∠ク 璽  ∂¢∋ぜ、ククク   傍アク、厨子ク   ラブ、コ   

ヲ  クわ9．2クβ  ∂¢タフ．身クク   ／ゲノク∠、ククク   9∫」／   

¢  ク∂ヨク．∫ク♂  i∠∠／チノ古ク   ′タ∠∫4∠古∂   ヲ／、ワ  

フ¢∠∠、ククク   〆フクよヲ子ク   ／ラク¢ヲ、ヲね   クエ フ   

ム   ク∠ク2、あク   ∂フ¢貿／∫ク   ／ヲPヱ／．∠ゴム．   チフ、∂   

屠／周 一表  

／＼ J  
／貝ククク  

r   

． 

，・・・・・－・・・・・・・轟  

／ク．ククク ／ノ♪♂ク  
，●ノ■－・  

．＿一一・ノ、t－－→一‾1   、トーー・－．  

辺   2国権収琶   

′♂．ククク   

k茅   ル少  ナ〝  〟ク  〟ク  め  〟ク  
／  ヱ   タ   グ   f   ‘   

－／雅一  



2、育刈り）レゴーの舞把曹執攻寄ヒヒ敦戟礫  

（／J試験方法  

育刈とら叱るこレの場合ヒ同じモあ透水焚試甚腰ぼ入手の都合重昂色  

定家逢そ掃い色。膚属壱d／ク戌 きヱj昭ヒレ、穏雇日日威よ官許官、   

晶層古家牒琶瀬ヒう軋宣こレめ野合と同じごあるβカ＝詫可教授∋1回刈ヒ  

し、刈頃毎に風宴ノク虎 当コ♂昭 を虔記したク   

p）額侵攻額  

小 坂哲哉温  

湯5膏竣ノ眉伺胃♂ ノ3胃炎芽、食害ば何れの区l之軋みら机オ噴測魚  

環帝をしめレた然、云胃や旬I之至り雲に勺碇飯倉邑lヱ垂クこみら机セ  

♂∈サンプル在都農筑IZ塵り掬琶レた，ヒニろ洒夢各なく一摩勿象琵悶  

1  な恥♂とのことであク匡。し分レ百度喧或覇とと孔【乞、約／ク日向空  

清失レ、老の顔¢生育IZ文麿官途抄ら恥急かク圧，  

メ傾界の草丈喧次の眉り．  

虜 ノ 表  

区  
優 分   

／宵カl（帝黍軒）  2渾刈く康宗）  万国刈（帝京）  

N¢  ク、／9   タ㌧．フ葺   ／ク、ヲβ   

ノ  患家蟄塩   ／∠ぜ笥   ／メ♂、a㌦   ／針ク ∠ゾ勅   

／ムタ．ウ   ノユ9、ク   

ノざ汐、／   ／プチ．∂   

／∂夕．ノ   ／夕子、∂   

ノク∠、ク   ノヲヲ、P   日  膚 壁 区  ／ムフ、占      3  ヲ ／′  ／ムタ、ア      少  卒  ／ムg＼9      ｛  ∫  ノウ率、β      J  メ リ  ノ♂ク、¢   ノP3、ク   ／ユ∠、∠   

上ま◎教学亘ノ区／ク本島¢ヨ汐平内むあ為．  

（ロ・ゝF． 覇  

鼻：2 麿  
「  

ノ司刈収碧  ヱ智跡脾警  冒胃刈躾き  合 計  
Jノそ  区  分  

ク胃ノウ日  分詞フ♪日  ノク1弓3クモ］  1医 琶  ノ唱曽   

／  

フ   

3  ヲ ・′   恕．クβ  ゲファク、血  ／∠さク、ぜク  タクぶAクク  弱、2   

タ  多  ′・   ヲク4ヲ、討  ¢ヲク／、占∫  ／∠歩くクク  アクラク、クク  g∠、ヲ   

g  j ・′   βク∠ヲ、∋ぜ  仰ワよクク  ／∠㌘タ、ヲf  夕子ヱ／，クク  上「タ．つ   

∂  β  ゥ  コテj∠、ム≠  タ∂タ余ヲ≠  l／タラク・クク  チタ／∫、ク∂  血、／   
ー／ア才一   



1■  

上髭め吹獲せI乙ついZ虔F措定¢暗君∫％♂東倹牽召廟語碧か蔑めら  

恥た．．  

ヱ．帯果♂電器  

（／）草刈とう鴇ろこレ／同作め∂倍量広一Z蟄少∂名草東宮菰みあれ巳武、   

∨・ルゴーに豆艶め■られが畏哲芭めクだ′ヒ≧バもZニレコ即寧の凝葬式漫  

悌ごあク燈。   

笹〉 ヨ転義I三ついこ再考刈ヒう～bろこしノ～ヱ声鰐顎グッlレゴーJヱ竜覚ら餞し  

甘かっ佗軋 ソルづ一が坂旨食中の∠宮中句l之監理的偉容ヒ貰わ軋る合   

鍵が合致の動之弘度したが畝段め塵勘ヱつれこ層硬レた■  

白ヨ吐乳規の東国1乞つ．いぞ紆制覇レ停往かクた・  
■  

（筑〉・馳ほ犬良しP芦 ノタ笥台風余破∂だめ－フ固辞♂とあもるこしIヱぁられた水  

牧草に彩管する縁ど古ぼなかクた．ソ・】レゴーl之d鎖状ばぁられなかっ隠。  

（殉 塩草収音1乙クいこ、草刈ヒらもろこレノ同作芭邑基寒暑汲か皇ヨ唐璧  

正彦改頁斯感レ、寄寓／クJZ当∵7才∵，フ、2k参ぞあクたが¢臆曹以上の  

区瞳何れ恥塵取レなかつ佗．菅メりピラもるこレフ屑仲ほ〇い∈d各区伺   

l乙顕意観吹曹羞は暫く、／官膵l∠施閂レた多把の瑠効恥熟めあ仰負かク  

た．青山ソルゴーばヲ習川合計収せ芭ヲ一声席■きE産毛ば軒虜レたがよ  

摩琶以上の区威鉄板レた■  

－／グ∠＿   



ぬ 前章ギ、案め収琶勤金及が之‘′）ふ♂性状に宙嵐祀琶の多最lヱよa藍瞳   

誕めらdL甘かゥ危。   

以上めことから、こめ試験l之診いこ威、草刈とらもるこレのあ祀堅惑∋  

詩渥瞳が、背メりツルゴー（布告選歌産フ 否ぼヲ～〟倍争乱ボー産限界ごあ  

ると熟めらdもた。  

又、胃刈ヒらもろこレす4胃ヒク胃中旬或否のヱ句作付l∠よって／ク見当  

ノ年クク∂k才♂収頼水可胞否あるこヒガ斬っそ■閏ヲP草喪ばチすゝン  

ト・ニュー∨ルゴー、 一代喪耽ソルゴ」Jヱついで施肥魯鼓験を奨池甘∋予  

東電あさ，  

2《睾刈ヒうもうこしと∨ルコ、Lの混棒試験 

渡 』．一三転  バ＼林、叔 塵  

′ ま えカご き  

育刈Vlレゴーのよらな車重カを刺罰すa辟勒感思悶／宵刈収受喧外電い  

傾向があるガ、軋雨IZよる倒状l乙ばぬ敦紗偲鹿瞳ガあ為。膏刈ヒら 

レぼ盤青ミし辛く争羽合握櫛モあるが、倒状のお箸仏が多分l乙広り・鴇レ刷  

れ見場金ぼ刈故UI芝野力水か朴り、収蕾も毒しく載少す笥亡 この博多両者  

色；毘思す∂ことl乙よゥて第一国側l収琶の鵜伽、あ為孝．換の畢吠岡■止、艮が  

ソルゴー♂再生か利用l乙よるとらぬるこレの二晩落労力の節圃が可牒ほ沌  

患いかと着えら机診め否、こめ試釈葛奥地レ、老∂結果め既習を報告寸診．   

含∴威 勢オ）ま  

ヽ 以）顔啓地象ク土壌・東泉前歴奄場内画壕、阻琢磨、火山双土  

中）区軌攻ガ葡埼・・＿ ／BニムP ／P＝．凱上弼ざ、ヲ垂瀾   

（ハ｝ 辟鼓笛凄 匂ヂン 

（司 藤覆誓茨〃、臥み・  

混合風合   領一－＼．堅   
ン ■  ぽ  ゐ      ′  ヒらもヨニし牽港   ノク   ヒ丸3こレ2海風   

2   ヒ与もうこしxそ為ご－   曾： 2  

＿∋  ∠1〟  

ダ  友J さ  
ゴ‾  ヱ：P  

〆  ＞ルゴー  単ヰ昏   ／∂  

一一ノアグー   


